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第一章 人乳中ノ同種血球凝集素

         第■節 人乳中ノ同種血球凝集素ト血液型

 孚L汁中二諸種ノ｛充鐙ガ出現スルモノデアルコトバ夙二知ラレタトコロデアルガ，血球凝集

素ノ出現スルコトハ1901年K・au・川ガ犬血球ラ以テ冤痩セラレタ家兎ノ孚附刑尤犬血球凝

集素テ含有スルコトテ記載シ，共俊二至ツチ免疫血球凝集素ノミナラズ正常血清申二存スル

異種血坤凝集素モ亦乳汁中二移行スルコトハS・he・k（3〕，L乱㎎erω，Z・b岬ski u・WoH19r－

ube・（君），中村U2〕，石橋U3〕，佐伯〔14’等ニヨツテ開明セラレタトコロデアル．

 人乳中二同種血球凝集素ノ出現スルコトハ1903年二，L・㎎orωノ報告シタノテ初メト

シ，H・ppω，Heim［5〕，原及若尾m，近藤Uo〕，八木川〕等ニヨツテ報告セラレタトコロデ

アツテ，乳汁中ノ同種血球凝集素ハ血清中ノ犬レドー致スルト云7．余モ亦之二就テ少シク

検査シタノデ共成績テ愛二述ベダイト思7．

 實験方法

 乳汁ハ崖薄2週以内ノ褥婦ヨリ搾乳シ，遠心機二装置シテ英ノ沈澱及乳脂テ可及的二除去シ，英2滴宛

テ「ホー・レ捕千二滴下シ之二1％ノO，A，乃型人血球ノ生理的食騨水深鋳液チ各1滴宛混和シ5乃至10分

後二英各々ノ凝集反磨チ検査スノレ．

血液型チ決定スルニハ血球ト血滴トノ繭者ヨリ観察シダ．副チ肘静脈ヨリ採血シダ血液目リ血清ト血球

ノ生理的食盤水瀞游液トチ作リ，英血球ノ標準血清武及β二対スル凝集反騰ト，血清二〇。A，遍型人血
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城テ混ツ英凝集反膳トチ比較シテ血液型チ決定シ九

 貿験成績

 余か血液型並二乳汁申ノ同種血1球凝集素テ検査シダ褥婦ハ総数200人二達シダ、之ヂ共血

液型ニヨツテ分類スルト次ノ榛ニナルノデアル．

 血液型ガO型ノ婦人ハ72人デァッテ，共乳汁二同種血球凝集素鵯及βヲ共二有スルモノ66

例デ血清中ノ同種血球凝集素ト孚L汁申ノ夫1ノド致スルモノハ総数ノ92％二相當スル．他ノ

6例ノ中2例ノ乳汁ハ貧ノミ存シαガ献如シ，4例ノ孚L汁ハA及丑型人血球テ甥ク凝集シ向

’其外二0型人血球デモ微弱デハアルガ凝集シダ．

 血液型A型ノ婦人ハ64人ニシテ，共孚L汁中二1同種血球凝集素βノモ存スルモノハ56例デ血

清中ノ同種血球凝集素ト乳汁中ノ夫レドー致スルモノハ総数ノ88％二相當スル．他ノ8例ノ

中，2例ノ乳汁ハ各型人血球テ凝集セズ，6例ノ乳汁ハB型人血球テ強ク凝集スル以外二街

A及O型人血球デモ微弱二凝集スル．

 血液型B型ノ婦人ハ54人ニシテ，共乳汁中二同種血球凝集素覚ノモテ有スルモノ52例デ

血清中ノ同種血球凝集素ト乳汁申ノ夫1ノトガー致スルモノハ纏藪g6％二相當ス．他ノ2例ノ

中1例ノ孚L汁ハ各型人血球テ凝集セズ．1例ノ乳汁ハA型人血球チ凝集スル外二追及0型

人血球デモ極メテ微弱二凝集スル．

 血液型AB型ノ婦人ハIO人ニシテ，共乳汁ガ各型人血球テ凝集シナイモノガ8例デ，血清

ノ場合トー教スルモノハ総数ノ80％二相営スル、他ノ2例ノ乳汁ハO，A，正型人血球テー

様二極メテ微弱二凝集スル．

 以上テ概括スレバ血清中ノ同種血球凝集素ノ存否ト乳汁中ノ同種血球凝集素ノ存否トガ金

クー致スルモノハ総数200人ノ褥婦中，182人デアツテ，総数ノ9ψ二相當シテヰル．残リ

18人卿チ総数ノ9％ハ両者ガー致シナオノデアル、燃シナガラ血清中ノ同種血球凝集素ハ恒

二規則的二存在シテヰテー度モ異型ト思バレル様ナ血液ニハ遭遇シナカッタ。

 上述ノー致シナイ場合二就テ之テ検討スルト，血清中二存スル同種血球凝集素ガ乳汁中二

護明出來ナイ事二越囚スルモノガ5例アツテ総数ノ2．5％二相當スル．叉血清中ノ同種血球

凝集素ト同淳二孚L汁中ニモ之ヲ讃明シ得ラ1ノルゲレドモ荷典他二孚L汁ハO型人血球デモ微

弱二凝集スル場合ト，血清ハ同種血球凝集素テ有シテ届ラナイケレドモ乳汁ハ極メテ微弱デ

ハアルガ各型人血球テー榛二極メテ微弱二凝集スル場合ガアツテ，斯様ナモノガ］0例二於テ

認メラレ，調患藪ノ5％二相當スル．

 血清中二存スル同種血球凝集素ガ字L汁中二仔シナイト云フ事費ハ余ノ考察スルトコロデ

ハ，後二述ベル様二血清中ノ同種血球凝集素ハ恒定的デアルガ乳汁中ノ犬1ノバ恒定的デハナ

ク，共凝集贋モ種々ノ僚件ニヨツテ鐙動スルガ篤メデアルト思ア．

 血清中ニハO型人血球ラ凝集スルモノハナイクレドモ乳汁中ニハ稀二〇型人血球デモ微

弱二凝集スル場合ガアルコトバ既三原及若尾氏等モ認メタトコロデアルガ余ノ實験二於デモ

亦認メラレタトコロデアッテニ余ノ検シタトコロデハ，斯様ナ凝集反鷹ハ産褥初期ノ字L汁二
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於テ多ク認メルモノデアツテ数日後二百ビ搾乳シテ検査スルト今度ハ理構ナ凝集反騰バ認メ

ラレナイコトカ多イノデアル．，師シテ其凝集反雌モ恒二微弱デアッテ同種血球凝集素’叉

ハβIニヨツテ護現スルA叉ハB型血球ノ凝集反廠ハ強ク越リ乳汁テ数倍乃至数百倍ヒ稀縄

シテモ向弼度ノ凝集反廠テ呈スルニ約ラズ0型血球ノ凝集反騰ハ殆ンド執レノ場合二於デ

モ乳汁テ2倍乃至4倍二稀緯スルト頓二凝集反旗ガ超ラナクナル．又孚L汁ヲ撮民56痩二30分

間カ固温シダ後ニハ順々O型血球二対スル凝集反確ハ滑失スルコトガアル1是等ノ諸踏ヨリ

考察スルト人乳汁中二〇型血球デモ凝集スル凝集素ガ眞二存在スルコトガアルカ百カ野間

デアツテ，余八人乳汁二出現スル同種血球凝集素八世トβトノ二種デアツテ其乳汁申ノ存否

ハ共婦人ノ血清トー致スルモノト信ズルノデァル．

 孚L汁ノ同種血球凝集反騰テ検査スルニ當ツチ余ハ歴々所謂連銭状ノ血球凝集状態ガ護現シ

貝ノ血球凝集反嬢ト課リ易イ場合二遭遇シダ，又乳汁二於テハ共有形蔵分テ悉ク除去スルコ

トハ困難デアリ且叉白濁不透明ナタメニ凝集反騰テ強スルニ不便ガアリ，種々ノ誤謬二階リ

易イ條件ラ有スルノデ乳汁ニヨッテ血液型テ決定セントスルトキハ充分注意テ要スルモノト

思考スル。然シナガラ上二述ベタ様ナ種々ナ誤リ易イ條件ラ考慮シテ乳汁チ検査スルトキ

ハ，之ニヨツテ余ノ場合ニハ共婦人ノ血液型テりI乃至9蝪迄推定シ待ラ1ノルカト思バレル成

績テ得タノデアル．

         第二節 ・肋し汁ハ其鬼ノ血球ヲ凝集スノγカ

 余八本研究ト別途ノ研究二於テ，人血液ノ型｛＝臓性レツエプトル」ノ分化ハ既二胎生靭

二於テ其源ラ嚢シ始生末期二於テハ既二一定度ノ分化デ途ゲ，大同種血球凝集素t及β二対

スル反騰ニヨツテ蔵人血球ノ如ク之テ四型二分類シ得ラ1ノルコトテ知ツタ．耐シテ胎生米瑚

ノ胎児或ハ初生児血球ノ型符異性レッエブドーノレ」ノ分化ノ程度ハ筒域人血球ノ夫レヨリ毛

不充分デアツテ，胎児或；ハ初生児血球ノ人同種血球凝集素二対スル被凝集性ハ成人血球ノ夫

レヨリモ著シク低イコトモ知リ得タノデアル．然ラバ母乳申二同種血球凝集素テ含有シ，兵

児血球ガ之二対確スル「レツニプトール」テ有スルナラバ，母孚L汁ハ共兄ノ血球ト離モ之テ凝

集スル理デアル．余ハ斯様ナ組合セノアツタ場合二常ニコノ實験ヲ第1節ノ實駿方法ノ如ク

ニシテ検査シテ見タノデアルガ，斯様ナ場合ニハ毎常凝集反騰ノ陽性ナコトヲ確カメ得タノ

デアル．

       第三節 乳汁中ノ同種血球凝集素ノ凝集憤ト血清

            中ノ同種血球凝集素ノ凝集憤トノ比較

 余ハ乳汁申ノ同種血L球凝集素ノ凝集慨ト血清中ノ同種血球凝集素ノ凝集憤け比較シ，且

乳汁申ノ同種血球凝集素ノ凝集贋ガ産褥日数ノ経過ト共二如何様二ii1振スルカヲ橡査シダ．

 凝集慣測定法

 翻細リ血清及乳汁ヂ採取シ，之テ搦氏56良二30分間加温シテ非働性トナシ，之ヂ逓降的二稀耀シ英2

滴宛チ「ビペツト」チ以テ連繍ホール捕千二滴下シ，1％ノA及B型人血球生理的食麗水浮游液テ各1滴

宛之二混和シ，時々硝子ヂ糖リ動力シツ・30分後ノ凝集反懸チ記載シダ．凝集反薩ノ判定ハ主トシテ肉眼
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ニヨヅタが其ノ不著明ナ部位二於テハ顯微鏡ノ下ニテ判定シ，之ガ記載ニハ凝集反騰ノ種皮二従ヅテ榊，

牝卦，十，士チ以テ記シ，一八陰性ナコトチ表ス．凝集反騰検査ハ室温デ行ヅタノデアルガ英ノ温度ハ

畷氏16度乃至30皮ノ範園デアル．           一

貫験成績

第1表乃至第3表ハ血液型0，A，B型婦人乳汁中ノ同種血球凝集素ノ凝集慣ラ示シタモ

ノデアツテ，其凝集便八個人ニヨツテ著シイ差異ガアツテ乳汁原液カラ1000倍稀緯液位迄

ノ範園ニアル．

    第一表O型婦人ノ乳汁ノA型及思聖人血球二靭スル凝集授

姓名血液型

北井O

崖碍；標準11 5 102040801001602002503004005008001000
臓．血球

A1柵柵糾拙糾冊件仲仕井十十十＿＿．／

 I
B舳・冊朴併什冊朴料什十十十十一一

笹島O
。1い

一｝
柵拙甘十十±一一一・一一■一■

魚野O
、i／Ai柵舳珊什十十±
．い1柵柑甘料十±

畏村O
榊州朴州柵柵柵舳純朴柵十トそ十代十

榊柵冊州淵榊榊拙冊榊榊什什十一

谷1 P・トツ㍗∵11二111
井口 0

，。二

PA1榊州冊冊榊什・
 上三L岬淵柵冊竺什・

岡本O

畝村。

冊耕料什十一一｝一一一一一一■
冊十十一一一一一・一一一一一一

・1／l1∴：｝㍗二二111111

小林 P0 一・…は㍑㍍二十

  L．

黒川O
・1は㍑㍑㍑㍍丁二＝二二二二

中山O ・1｝｝ll、

山田
・’ Eは…㍑工㍑二

  1 ■
舟喜」Ol

 A，珊 朴 拙・拙・・トト 料 十 一 ， 一 一 ■ 一 一・／

 i
 血一冊十一一一一一・一一・一一一

血蒲ノ
凝集慣

200

80

20

200

80

40

40

100

160

100

100

100

1…

ユ00

160

100

100

100
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中村

カロ藤

。）≡。1／A州絆排杵朴十±一叶一＾■一一
 j」～・榊州用冊什什・十一一一一一一

・1・ P｝ll∵：1｝二∵ll」：：1

第二表A型婦人ノ乳汁ノB型人血球二釣スル凝集償

姓ゑ 血潮廠1
1

。1。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。1血清ノ1

凝集働

伊藤1
滝谷■

樫見1

細川1
藤本1

谷川
南

山本

上野
島

A13一州8榊排糾什科料十十一一一一
Aヨ3．糾冊什十十土一一一一・’一
A一ポ甘甘十土＿一＿＿＿＿＿一＿
・、・1冊冊珊糾糾糾甘十十十十一一

A14 柵州柑冊十ト什十十十■一■一
A－4一柵冊糾十十十十一一一一一一一
A 5．冊十十十十土一一一一一一一一
A15一冊十一一一一一一一一一一一
A15≡耕・H・十ト十十十十十一一一一一一

1A＝6！料十±一一一一一一一一一一

250

i60

80

小竹；A18i柵柵州榊拙冊糾十十十ト料十十一

本多A16ト井十一一一一’一一一一一一i 100

160

250

200

300

100

250

80

第三表 B型婦人ノ孚L汁ノA型人血球二対スル凝集貨

姓叩液型躍・・・・・・・…1・・・・・・・・・・・・・…繊

岩崎1皿一2一州榊榊榊榊拙柵甘十十十十十
  ；  i
橘 ！B．3一冊柵柵糾拙十十甘十十十十±一
水上丑一3一料十一一一一一一一一一一一
五回 二B 4I州榊1H＋科料十十、十±一一一一  i ． 一
塩野1B 4 朴十一一一一一一一一一一一
小島1B－4舳州榊冊什十十十十十十士一一
森本≡＝B」5 柵糾糾十十十十一一一一F一一
  一  1 一
秋岡把！6一科柵仲十十十一一一一一一一
永山≡児i7一冊冊冊什十十一一一一一一一
  1  一 一〕起  瑠8耕州十十十→一→一一一一一・一一一一一

様非・、・；土一一一一一一一一一一一一
余川：ザ9什一一一＿一一一一一一一一

160

250

160

100

400

300

40

400

200

筋1表ノ長村，加藤，第2表ノ小竹等ノ孚L汁ハ其凝集贋ガ著シク高イノデアルガ之等ハ凡

テ分娩後間モナク其初生児ガ死亡シダ爲メニ授乳シナカツタモノデアル．第2表ノ細川ハ8
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ク月ノ早産児テ分娩シダ篇メニ共初生児ノ哺乳ガ充分デナク乳汁ノ分泌ガ蟹滞シク白ヒノデア

ツテ，斯様ナ場合二於テハ乳汁ノ凝集優ガ著シク高イノデアル．是等ノ側テ除外シテ見ルト

ー般二産褥初期ノ乳汁ハ共凝集償ガ高イ様デアル．

 価テ同一婦人二就テ産褥ノ薬ツタ時日二数回搾孚Lシテ期同種血球凝集便テ測定シテ見劣ノ

デアル．

 第ヰ表乃至第6表テ通麗スルト共大部分ノ例二於テ，産褥第2及第3日ノ乳汁中ノ同種血

球凝集素ノ凝集償ハ甚グ高イケレドモ，第4乃至第6日二於テハ急二低イ債テ示スモノガ多

イ．而シテ第6表ノ深見，中村ノ2例ハ早産児テ分娩シタモノデアヅテ，比2例二於テハ乳

汁ノ凝集便ノ低下ガ他ノ例二比較シテ緩徐デァル．コレハ初生見ノ嚇乳カガ弱クシテ乳汁ノ

鰺滞シダ爲メデアルト思フ．

 郎チ乳汁中ノ同種血球凝集素ノ凝集債ハー般二初生児ノ嚇乳スルヵ否カニ關係シテ滑長ス

ルモノデアツテ，從ツチ授乳スル婦人ニアッテハ産褥日数ノ推移ト共二凝集憤モンレ二件ツ

チ低下スル．初生児ガ良ク町胤スル場合ニハ共母ノ乳汁中ノ凝集素ノ凝集優ハ産褥数日ニシ

     第四表産褥時日ノ推移ト孚L汁申ノ同種血球凝集素ノ凝集榎ノ潰長

姓名1血液型綴1麟 1510204080100160200250300400500

櫻

。い排冊H＋土‘一
1エペ榊拙甘什十十斗

血蒲ノ
凝襲慣

200

300

1・1・，パ∴； 一一一一一
@ i

非 r・一 ^ガ

寺

崎

瀬

尾

。lA
 し

十H・什 什

拙 什 甘

州 州 冊

洲 珊 洲

十 十

十  十  一  一  一  一  一  一  一  一

冊 什 十 一 一 一 一 ・ 一 一    160

糾 榊 什 什 十 十 十 一   一   160

・≡・

｢に二111111111
1㍉｝∴丁

3 一

O

4，

5

  」 A1柵柵糾科料・甘什十十十十一，
三

  ■
  一  一  I B」そ冊｛什十甘・甘十十十十±一・一
  一
／二

／l

拙 冊 仲 十十 十  一

件 什 十 一 一 一 一

冊 冊 什 甘 十 十

榊 甘 十 十 一 一 一

 」」

＿；

・ヅ1㍑㍗二
           【91】



678 水

鍛

治

中1

村i

名

越

橘1

本

坂

口」

・1／l■
州耕榊冊十十十十料十十十十±一1

柵柵十十代什十十十±一一一一！

 i4－

Ol＿
 5一

／・1榊什什・・一一一一一一一一1
し1冊甘十十十土

6

1Aけ十±一一‘’一一
～・用件十十

は、

・に

冊甘什十十一一一一一一一’
併什そ十十士一一一一一一一一

冊舳舳舳柵冊糾什甘十十一一1
冊榊柵柵拙冊甘甘十十十一一

・／l1㍑二丁丁二二二二二

0■

4

8．

／l一
十・・一’一一一一一一一一
冊紺什十一・一一一・・一■

は

O

3
∫A

い

十一一一・一一一一一一一一
冊十十一・・一一一一一一一
州甘十十一一一一一一一一一
仕什十土一一一一一一一一一一

  ！ぺ拙什十十一一一一一一一一一
ド」い㌧什・トー一一一一一

1・11∵㍗冊冊冊州十十十十・
（） 一一

80

ユ00

1200

 40

1・≡lA1榊州舳拙作朴十十十“
 1～グ十

小1

坂1

O

≡。＝lA榊冊朴十十，i一一ii一一
11い糾・土

80

40

小1

 ：O
西

1・1｝1二、

 ≡｛A一州柑糾壮什十一一一一一一一
13
ﾟい州冊舳什斗。。

、’?E1冊・トー一一一一
；／ぺ冊州什朴・・十

40

40

テ産褥初期ノ凝集鯛ノ5分ノ1乃到0分パノ凝集硬テ示ス様ナ状態二低下スルー

吹二第1表乃至第6表二示シダ如ク，．前1清中ノ同種血球凝集素ノ凝集贋ト乳汁中ノ夫レト

比較スノレドキハ両者ハ同一ノ穣準血球二勤スル凝集贋テ示シタモノデアルガ，血清ノ凝集贋
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      人乳中ノ同種血球凝集素及人現免疫ニョル人血球二         679
      鐵スル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就デ

ガ乳汁ノ犬レヨリモ高イモノガアリ，或ハ部テ乳汁ノ凝集優ガ血清ノ夫レヨリモ遥カニ高イ

モノカ’アノレ．

   第五表 産褥時日ノ推移ト孚L汁申ノ同種血球凝集素ノ凝集｛費ノ滑長

姓名上血液型確・・1・川・m㎜・・…竺舳・・餓

村田「 `ポ51州・・一一一一一一
   ／j・1升・一一一一一一一

80

吉中・ 撃P1－llllllllll｛㎝

西山
P・！l，llllllllll〕40

   14 榊拙十十料十十十＿＿＿＿＿∴
1一・ゼ・1冊料………一一1
 1 1・1柵甘十十一一一一一一一一一

辻1・ド∴｝∵二二11i80
   ～1。併俳什十土．，．，．．，，ミ

第六表 産褥時日ノ推移川崎中ノ同種血球凝集素ノ凝集贋ノ消長

姓名1血液噛1・・・・・・・…1・・・・・・・・・…伽…。・1鑑

加藤㌧ジ：1㍑㍑ガザニニニニニ卿

   」31榊舳榊州冊州冊井井井十十
瞥見P＋｝1二1111115
  山一■丁1「扁丁州，冊「鼎1丁再 什 什阯；「二’    ■二

1囲 ｢｝∴二二二二二二二二二二i
 l   l                    l
 1 121舳州糾冊耕糾冊鼎丹甘十十十一1 250吉佳1、τ1、舳什十、，．．。．．．．．■
   ～’。、丹甘十十±．，、．．．．、．．

山本…追ぺ：1幾∵∵∵二二二1：㎜
 1～1・1冊甘。。．二  二二
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   ・州州珊、一冊柵拙什」■… 二一司
・／

   9＋1冊十州F＋甘十代十冊十十十十→一一トートー一一

  一  一12   ｛冊  瑞H  引十 十代  刊十 十十 十十  一1一  一1一  →一 一

     榊 榊 ・H・什 十 十 十

     拙 糾 丹 甘 十 ± 一

     料 十  ， 一  一 一  ，    一  一 一

     什 十

  州州榊柵州純朴什冊排冊柑十十代1250
  州 榊 柵 併 糾 十トr ＋ト6 ＋ト そ十 十 十  十 ± 一

  冊 糾 十トr柑 十ト 料 十十 十ト 十 十 十 ± 一 一

  冊 糾 糾 拙・十ト 十十 そ十 十 十 十 一 一 一 一

71糾耕冊什十十斗十十一一一一一一

 産褥二於ケル婦人ノ血清中ノ同種血球凝集素ノ凝集慣ハ産褥時日ノ推移ニヨツテ鐘化ガア

ルカ否カニ就テ余ハ8例ノ褥婦テ稔査シテ見タケレドモ，血清中ノ同種血球凝集素ノ凝集優

ハ比較的恒定的デアツテ殆ンド回ジ凝集腰テ保ツテヰルコトヲ知ツ九反之シテ乳汁ノ凝集

憤ハ前二述ベタ如ク産褥日数ノ縫適ト共二低下スルモノデアル．

 乳汁中二謙種ノ｛充騒ガ存シ殊二初乳二於テ共多量ナコトハ從來諸家ノ注目シタトコロデア

ツテ，同種血球凝集素モ初乳ニハ∫仇満目リモ遥カニ多量二含有セラレテヰルモノデアル・

 是等ノ事費ヨリシテ，乳腺ハ酋二血液中パ）磯テ透過セシメルノミナラズ，之テAkt1v二

産生スルモノデハナイカトノ説モアルノデアルガ，余．ガ乳汁中ノ同種血球凝集素二就テ實験

シダ範園二於テハ孚L汁ガ多量ノ凝集素テ含有シテヰルノハ産褥初期ノミデアッテ，初生兜ガ

良ク嚇乳シ乳腺ノ分泌機能ハ漸次旺盛トナルニ共凝集素八反之シテ部テ低下スル。而シテ藪

日ニシ7血清ノ量ヨリモ低クナルト云フ様ナ事費カラ考ベルト乳腺ノ航鑓産生ハ之テ直二億

ズルコトガ拙來ナイ様二思バレルノデアル、

      第四節 乳汁中ノ同種血球凝集素ノ乾燥二樹スノレ抵抗

 血清中ノ同種血球凝集素ハ乾燥二対シテ比較的抵抗強ク，此ノ事テ鷹司シテ人血痕ヨリ共

血液型テ推定シ得ラレルコトバ現今法馨學上二賞用セラレツ・アルノデアル。余ハ第1章二

述ベタ如ク産褥初期ノ孚L汁中二同種血球凝集素ノ存否如何ニヨツテ其婦人ノ血液型テ推定シ

得ル可能性ハ91．％乃至95％二迷スルコトヂ知リ得タノデ，孚L汁中ノ同種血球凝集素ノ乾燥二

対スル抵侃テ検スルナラバ，人血痕ヨリ血液型ヂ推定シ得ル牒二，人乳汁斑痕ヨリモ亦血液

型テ推定シ僧ルコトハ可能デアルト思考シ，之二就テ次ノ如ク實験テ行ツニタ．

 實験方法

 乳汁テ錦紗二附着セシメ，之ヂ研究室内二吊シテ乾燥セシメー定ノ日籔テ纏過シダ後璽敬二供ジター此

乳汁附着綿砂テ暇リニ可検乳汁壷1・ス．

 乳汁チ採取シダ婦人ノ血液型及乳汁中ノ同種血球凝集素及典凝集碩ハ豫メ検シテ置イタ．

                   【94】



          人乳中ノ同種血球凝集繋及人乳免疫ニコル人血球二         681
          鐵んル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就テ

 可検乳汁斑チ2糎平方切リ取リ之チ系臓シ，生理的食瞳水テO，5蛇加へ室温二2乃至3時間放置シ，英

浸出液テ「ビペツト」テ以テrホール硝子上二3個所各々2滴宛滴下シ，之一11A・lB型人血球ノ1％ノ生

理的食顧水浮鋳液チ各工滴宛加＾コク混和シ20分乃至30分後二典凝集反噸ヲ・検査スル．翁反騰陽性ナモノ

ニ就テハ其浸出液中ノ同種血球凝集繋ノ凝集償ヂ測定シダ．凝集慣測定法ハ第三節ノ磐含ト同様ノ方法二

I1…1Iツタ．

 賓験成績

 實駿ノ結果ハ第7表乃至第g表二示ス通リデアツテ，乳汁中ノ同種雌求凝集素ハ乾燥二対

シ抵抗強ク，孚［沖ノ凝集憤ト乳汁斑二於ケル凝集素ノ保存期間トノ開係ハー概ニハ中サレナ

イガ概シテ凝集慣ノ高カッタ孚［沖ハ共孚L汁斑ガ長時日テ経過シテミE其浸出液中二同種血球凝

集素ガ言登明シ得ラレル．而シテ同一ノ乳汁斑二於テハ共経通日数ガ短イ程艮ク護明セラレ浸

出液ノ凝集慣モ高イ。

 印チ第7表ノ加藤，第8表ノ藤本，小竹，第9表ノ吉田，深見，山本，小島ノ諸例ノ如キ

バ乳汁ノ凝集憤200倍乃至800偶稀澤ノモノニ於テハ乳汁斑ガm乃至200日テ経過シダ後

二於テ拘初メノ乳汁中ノ同種血球凝集素ノ存在トー教シテ，共浸出液中ニモ之テ讃明シ得

タ．父乳汁ノ凝集贋40乃至80倍稀捧防ノ場合二於デモ，其孚L汁斑ガ100口乃至230日テ経過

          第七表乳汁斑浸出液中ノ同種血球凝集素

姓名！鰍型羅婆ポ可し土一竺竿一
        ＿．i酸1埜碓■讐㍗乳讐竺
      j蜆．，ゐ1   一」「一一

岡†O11一三i51士±」 1？

l1・ G1㍗YT∵■1rl
       い80119＋ 林

中村OH60 P22＋冊           1・…  什

       蜆一 20

橋本10β一10

小坂1・
撃P二41

       鏡一500

       β一400

加  藤 O

  9

 37

．120

 19

1  9

 42

 62

 工O0

 176

1132■o
1i 16  〃
 l  l

！ 1ψ

 榊  十十  4  210

科 料． 2 21伊
＝一  一   一      ？

         一   ？

 洲冊1281280
 “榊    十冊    128    64   伊

 冊  冊   64  64 4

 冊  耕         〃

 洲  柵         〃
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682 本

第八表 乳汁斑浸出液中ノ同種血球凝集素

r  1
．血液型1護婁壷 可検乳汁斑姓名 ｝    ■一  ■■一一■’

o過
’I■       1

l 1 一          ■   一           ■ 日敬■ 繋集碓j警率筆1縦
…⊥土止…皿 @一   一                               ■一1一

1i」 1 12
一 糾

 一一」10 A
1 l 20

一 什 一110 〃

吉中 A β月160
68

． H 一i2 〃

 ，1 ■ 148
■ 土 一1一 ’？

■一村田 Alβ一10 15
一1一

？

55・
一 十 一

2 A
西山 A β一80

93
一 一 一 一

？

11
一 冊 一

32 A
47 一 什 ‘ 4 ”

藤本 A， ﾀ山200 85
一 什 ■

2 ”

140
一 十 一 2 ψ

i 170
一 十 ψ

樫見； A1β一10 48 一 一 一 ■
？

…’   一’

i

山本 A：β一5 64 一1一 ■ 一1
？

1

9 一 什 一 21A
27

一
十十

一
2 ”

島  一`偉一160 32 I 什 ■
2 ”

n8 一 十 〃

23 一     ■ 朴 一
16 A

144 ■
ヰ 伊

滝一谷」 A臼一40 178 一 什 伊

231 一 什 ’”

南 A骨一20一 69．一 十 1 A
j

一

22 ・ 冊 一
64 A

37
■ 糾 一 32 ψ

小竹
Aβ一400 一 57 ・ 朴 一

32 伊

．87 一 柵 ψ

119 一 柵 伊

止
．、＿一＿＿＿＿一

76
■ 朴 A

108
一 什 ク

櫻井 A：トー40 161
＾ 十 〃

220一@■
土1・ 〃
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人乳中ノ同種血球凝集繋及人乳免疫二割ル人血球二
鐵スル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就デ

第九表乳汁斑浸出液中ノ同種血球凝集素

683

姓 名＝

皆  見一

横

水

井

山1

吉  田

東

深  見

山  本

血液型

B

lB

lB

遍

皿

鴉

B

吉  佳≡

秩

冊

岡1

小 島1

1…

I；

乳汁ノ1
凝集硬1

副一160

 ］
誠一  1

可 検  乳 汁 斑

管鍵j賢集門1警予筆i推定

8

71

60

団 ・

。。l1。。

α＿250…

9

22’

37

123

融一 40

1 9

1 62

1132

融一400．

副一800

」22

 47

 135

124
i・・

1120

1；150

副一．40一

76

108

150

什一」・」

一  ■

十十

料

什

十

代

朴

十

代1
十」

十．

丹

十

十

七

十十1

＋

＋

4

21

2

1

2

2

1

2

2

・1

2

B

？

？

？

11醐1・

     21

   ． 55
川11・・l

   1■45

什

十

十

十

B

ψ

ψ

〃

」E

lψ

 〃

匝＿250！

旭

〃

砂

21

55

86

1…

冊

柵

柵

什

皿

〃

〃

？

い
”

ψ

？

皿

〃

ψ

ク

R

〃

〃

〃

シテ荷共浸拙液中二同種血球凝集素ガ，物メノ孚げトノ場合二一致シテ存在スルノヲ讃明シ得

タモノモアル（第8表ノ瀧谷，櫻井，第9表ノ束，吉佳，秋田ノ諸例ノ如シ）．
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684 水

 斯様二乳汁斑ノ浸抑液ヨリ同種血球凝集素テ護明スルコトニョツテ，共乳汁斑ハ血液型ガ

何レノ型二麟ズル婦人ノ孚L沖ニコルモノヵト云7］トチ推定シ僧ラレル理デアツテ，第7表

乃至第9表ノ推定ト記載シダ箇所ハソレテ示シタモノデアルガ，勿論乳汁斑浸出液中二同種

血球凝集素テ全ク讃明シ僧ナイ場合ハ之テ論ズル慣値ハナク，之テ讃明シ得タ場合ニハ豫メ

検シテ置イタ血液型ト良クー致シダ結果テ得ルモノデアル．然シナガラO型婦人ノ乳汁ノ

場合ニハ乳汁斑浸出液申二同種血球凝集素肌，βノウチ共一種ノミ護明セラレルコトガアツ

テ誤謬テ招クコトモアル（第7表ノ小西ノ例ノ如シ）．斯様ナコトハ乳汁中ノ凝集素鵯及βノ

凝集賢二著シイ不権衡ガアル場合二歩ク，又一面ニハ標準血球トシテ使用スルA及児型人

血球ソ被凝集性ノ強弱二基クモノデアルト思7．

第二章初生兜糞便中二出現スル人同種血球凝集素

 前章二於テ逆ベタ如ク人初乳汁中ニハ極メテ多量ノ同種血球凝集素ガ含有セラレテ居ルノ

デアルガ，其凝集素ハ初生児ハエ解L二際シテ共滑化管中二観取セラレル壇デアツテ，其凝集

素ハ初生見ノ消化管内二於テ如何ナル蟹化テ受クルモノデアルカトノ疑問ヲ抱カザルヲ僧ナ

イ．

 孚L汁申ノ諸種ノ抗髄ガ初生見ノ浦化管ヲ介シテ初生児血中二移行スルカ否カニ就テハ，之

ガ移行ストナスモノ，移行セストナスモノガアツテ明カデハナイ．ガ，共移行如何ハ抗騒ノ種

類ニモ關スルモノナルベク，人同種血球凝集素ハ恐ラクハ移行シナイモノト考ヘラレル．前

二述ベタ如ク母乳汁ハ厘々共鬼血球デモ凝集スル凝集素テ含有スルコトガアツテ，カリレ凝

集素ガ初生児血中昌移行スルコトハ考へ得ラレナイコトデアツテ，一般二生後藪日テ経過シ

ダ初生児ノ血液中ニハ同種血球凝集素テ有シテ居ラナイトセラレテヰル（原，若尾㈹，河石，

佐々木｛iア｝）余モ亦数例ノ生後数日テ経過シダ初生見血液チ検査シタノデアルガ，同種血球凝

集素テ護明シ得ナカツタ．叉出産時ノ踏幣血中ニハ之テ育スルモノモアルガコレハ母血清中

ヨリ胎盤テ介シテ移行シタモノデアルコトモ知リ得タ．而シテコ1ノバ生後数日ニシテ清失ス

ルノデアル．

 余ハ初生児ノ吐乳5例二就テ，共中二同種血球凝集素ヲ含有シテヰルカ否カラ稔シタトコ

ロ，母ノ乳汁中ノ夫レニー致シテ同種血球凝集素テ讃明シ得タ．之テ以テ湖レハ同種血球凝

集素ハ初生児ノ胃内二於テハ容易二破壊セラレナイモノデアルコトテ知ルノデアル．価テ敢

テ初生兜ノ糞便中二之ガ出現スルカ否カニ就テ検査ヲ1試ミタ．

 實験方法

 初生見ノ糞便ヂ採取シ之二・生理的食麗水チ等動皿ベテ蟄停シ，1時間室温二放置シダ彼濾紙チ以テ2回

濾過シ英濾液チrビペヅト」テ貝テ「ホール硝子上二2滴宛滴下シ，之二〇，A，lB型人血球ノ1％生理的食

麗水溜漉液チ各々1滴宛混和シ，室温二於テユO分乃至20分後二凝集反騰テ検査シダ．

 費験成績

 10敷脚ノ胎糞浸川派ハ凡テ各型人血球テ凝集シナカッタ．燃ルニ生後2－3日テ経過シテ初

                   【98】
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         甥スル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就テ

生児ガ胎糞デ排泄シ終リ糞便ガ黄色トナツタ場合ハ其長州液ノ各型人血球上封スル凝集反騰

ハ歴々陽惟二現りレモノガアッテ，撚モO型人血球ハ凝集セズ，A及B型血球二部スル凝

集反膳ハ共母ノ乳汁テ皿テシタ場合トー致スルヲ認メタ．

 蜘0表二示スガ如ク生後5日乃至g日ノ初生兜糞便ハ歴々人同種血球凝集素匝又ハβテ有

シテヰルコトかアツテ，共存否ハ母ノ乳汁トー致スルコトテ示シテヰル．総シナガラ多数ノ

糞便テ検査シテ見ルト，其多タノ例二於テ糞便浸出液ガ人血球テ溶血シテ凝集反騰テ認メル

コトガ出来ナカツタ場合二遭遇シダ．殊二糞便ガ緑色テ呈シ消化不良便ノトキニ多イ．コレ

ハ恐ラク騰汁テ含有スルタメニ溶血スルノデアルト思フ．

第十表 母孚［汁申ノ同種血球凝集素ト初生児糞便中ノ同種血球凝集素

母 初  生  見 勧生魚糞便浸出液ノ凝集反膳

姓名血液型1雅美血液型生後日野1・ ・ 乃
皆     E

淺     A

澤     H

秋     1｛

安    An

淺     A

志     O

大     A巫

井     O

川     E

同      B

野々市  E

山  暗  O

櫻     O

β

畔

岬

匝

鵯

副

雌

雌

A
皿

A

O

A

A

O

B

皿

B

I…

B

把

追

5

5

6

5

5

7

7

7

3

7

9

5

6

5

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

斗

 初生児糞便ト離モ諸種ノ細菌及共産物及腸管ヨリノ排泄物ヲ有スルガ敬二，之等ノ物質ガ

人血球テ凝集スルカ否カノ疑ガアル、側テ余ハ糞便ノ浸出液テ凝集反騰陽性ナ血球テ皿テ吸

牧シ，吸収後ノ液二就テ再ビ凝集反確ヲ試ミタ総果吸収後ノ液ハ凝集反廠陰性トナルテ認メ

タ．コノ事費並二糞便浸出液ノ各型人血球二対スル凝集反廠八人血球ノ型ニヨツテ撰揮的二

越リ，母ノ乳汁テ皿テシタ場合トー致スルガ敬二，初生兜糞便中ノ血球テ凝集スルモノハ同

種血球凝集素デアツテ，母ノ乳汁二曲來スルモノデアルト認メラレルノデアル・而シテ生後

工O日以後二稔シダ藪例二於テハ之テ讃明シ得ナカツタ敬二前二述ベタ如ク母孚し中ノ同種血球

凝集素ノ凝集腰ノ下降ト．共二初生児糞便中ノ夫レモ消失スルモノデアルト思フー

 以上ノ實験ニヨツテ人同種血球凝集素ハ初生児ノ湖ヒ管内二於クル消化機鱒二対シテ樹尤

ノ強イモノデアルコトヲ知リ得タノデアル．
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第三章 人乳免疫ニコル種族特異性及型特

     異唾人血球凝集素ノ産生二就チ

第口節 序論及研究方法

 乳汁テ以テ動物テ免疫スルトキハ該乳汁ノrカぜイン」二対スル沈降素並二該乳汁テ提供シ

ダ動物ノ血清二野スル沈降素テ免疫動物血清中二讃明シ得ラレルコトバ夙二知ラレタトコロ

デアルガ，乳汁免疫ニヨツテ免疫動物血清中二，免疫原タル乳汁テ搾乳シダ動物ノ血球二勤

スル子充誰テ産生スルカ否カニ就チノ報告ハ砂ク，1899年二v㎝D五・gem㈹ガ人乳汁ラ皿テ

免疫シダ家兎ノ血清ガ人血球テ溶血スルチ認メ，］902年M・ye．u．A．choHmガ侃牛乳家

兎血清ガ生血球二対スル溶血素テ含有スル事費テ認メタ報告ガアリ，最近長谷川㈹兵ハ乳

汁免疫二關シテ詳細ナ研究チナシ，其際氏ハ各型人乳汁テ以テ家兎チ免疫シ，共免疫血清二

於テ人血球二対スル凝集素及溶血素テ含有スルチ認メ，且型特異性人血球抗麗テ護明シ得タ

ド報告シダ．

 人血球ヲ以テ動物テ免疫スル1キバ，免疫動物血液中二人血球種族特異性抗麗テ産生スル

コトハ周知ノ事デアルガ，夫レト同時二該免疫二使用シク人血球ノ型二廠ジテ型符異性抗誰

デモ産生スルヤ否ヤニ開シテハ最近多数ノ人々ニヨツテ賛験セラレクトコロデアルガ，共結

果ハ筒一致スルニ至ラズ，今日ニ於デモ倫春分研究ノ饒地アルモノノ如ク思惟セラレ，余自

身モ亦之二關シテ多少研究シタノデ（共絆果ハ道テ褒表ノ豫定）人乳汁蒐痩ニヨッテモ亦力・

ル事費ガ認メ僧ラレルカ否カニ就テ實験ラ試｛，典糸．ト果ヲ愛二報告スル次第デアル．

 貿験方法

 乳汁産爾婦人ノ血液型チ検査シダ後，乳房チ酒構ニテ滴拭シテ搾乳シ，其乳汁中ノ同種血球凝集素チ

検査シソレト血液型トガー教シタモノチ錦紗テ以テ濾過シ湖卜供シダ．乳汁八分娩後2週間以内ノ碍婦

ヨ可得タモノヂ乳房二麟裂其他疾病ガアツテ血液ノ混ズル1瞑アルモノハ之テ連ケタ．

 免疫動物及免疫方法。免疫動物トシテ八家兎及海瞑テ便用シダ．前書目ノ乳汁チエ同量4乃至6蝿宛3日

ノ間隔チ以テ4乃至5回家兎ハ耳静脈内二，海瞑ハ腹腔内二反覆注射シ，最後ノ注射ヨリ7日チ艦テ採血

シ，血清チ分離シ之テ摂氏56度ノ水浴中二30分間加温シ非働性トナシテ實駿二供シダ．

 免疫動物ハ凡テ冤疫操作テ開始スル前；，各型人血球二勤スル正覚凝集慣ヂ測定シタコトハ勿論デアル

ガ，家兎ハ正溝血清中二殆ンド凡デガ人血球二対スル凝集素テ含有シ，且冬型人血球チ千尋二凝集セズ人

血球ノ型ニヨツテ其凝集慎二可成著明ナ差異チ示ス；Eハゴハ，殊二或ル家兎二於テハ正常血清二於テ既

二人A型叉ハB型血球二鐵スル型特異性異種血球凝集素ヂ布スルモノガアツテ（コノ融二關シテハ余及水

谷が多籔ノ家兎二就テ検査シタノプ近ク報告ノ豫定），コノ事費が型特異性凝集素ノ産生二対シテ重大ナ

影響テ有スルモノデアルコトモ豫想セラソ，叉一面二於テ譲謬ノ原因トナルノアアルカラ，余ハコノ副ニ

ハ充分注意チ沸ヒ，特二海慎二於テハ英正常並滴ガ2倍稀繰デ各型人血球チ凝集シナイモノノミチ撰揮シ

テ之チ免疫動物1・シテ使用シタノアアル．

凝集硬測定法・第一章第三節二於テ述＾・タド同様ナガ法二体ツタ．

 凝集素ノ吸牧試験

                    【1oo】
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       野スル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就デ

非働性抗血蒲原液叉ハ英稀繰液一定量二，血蒲ト響量ノ洗瀦血球沈澱ヂカロヘ良ク混和シ，室温二1塒閻

乃至2時間放置シ英聞数回振盤シ之チ遠心機二装置シテ真上滴ヂ採取シ，之二就テ血球凝集反騰チ検シ政

改献丁ノ’成幸養1・貝ヒ重交スノレノテ”アノレ．

          第二節實験成績
 i．0型乳汁ニテ免疫シダ場合

家兎及海旗条2頭ヨリ褐列充血滑二就テ賢験テ行ツタ．’第11表及第12表二示スオ如ク其執

            第十一表

血緯 抗O型乳剤’家兎血蒲ノ人血球凝集償
一         ■

No．23 Nq32
稲敷i・1・l  l

1B AB O A！BlA丑
4 糾

≡冊1糾
拙 糾 ザ淵 耕

免
8 十十 拙 冊 柵 朴 料1井」 料

疫 16 十 仲 十十 料 什

32
一 十 十 十一 十

前
64

一 一 一 一 一
＿＿＿  ，

ペペ什
Ei・i・
?鼈0   一一0■ 1』一  皿          止 ■     ■■」    川皿一 一  一  I■       ■   …                       一

4 柵 糾 冊 柑 拙一冊 冊 糾

免
8 柑 冊 拙 拙 冊．拙 冊 榊

16 冊 柵 冊 冊 柵 桝

32 十十 十十 料 什 州． 冊 什 糾

疫 64 甘 什 十十 十 十十 ＃ ＃ 朴

ユ28 十 十 斗 十 甘 什 十 甘

256
一 一 一 一 十 十 十 十

後 5I2
一 一 一 ■

± 十 一 ±

1024
一 ■ 一 ‘ 一 一 一 一

策十二表
血緯 抗O型乳持海瞑血清ノ人血球凝集憤
満倍 No．1 No．2

稀籔 v ・1・1－H、 ．・ P・1ぺ・丑
一   ■         』 一一  山一                     ■’   一   一      一                      一                 ⊥                           一一                        ■     一   一    ■                    ■1

21冊＝

糾 柵 冊1什 甘 十十 什
I

4：甘！
十十 什 十十 十

十1 ｛
十 十

81片 朴 什 十十 十 十 十 十

161＋ 十 十 十 十 ± 士 ±

321＋ 十 十 十 一 口1 一 一

64i± ■ 一 一 ．  ’ 一 ＝ 一
@…

一

1281一 一
1

一 一 ， 一 一1一 一

免疫前ハ2倍稀緯ニテ各型人血球チ凝集セズ．
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レノ抗血清二於デモ免疫前二比シテ冤疫後ハ著明二各型人血球二対スル凝集便ノ上昇シタコ

トテ認メ得ルゲレドモ，各型人血球二勤シテ柊一様ナ凝集慨テ示シO型人血球二鄭シテ付

二高イ凝集腰テ示スモノハナイノデアル．表二示シダ凝集反騰ハ各型人血球各々1例ノ域綾

テ表シタノデアルガ，各型人血球ヲ多敷作用セシメテ見デモ共凝集慣ハ犬同小異デアツタ．

余ハ常二各型人血球テ多数使用』シテ共凝集儂ラ決定シ，血球ノ被凝集性ガ同一型血球ニテモ

個人的差異ガアルコトニヨツテ建ル誤謬ヲ遊ケル機二発力シタ、女二家兎第23號，第32號ノ

抗血清ノ海旗，豚，牛，山羊，緬羊血球二甜スル凝集慨ハ冤痩前ノ夫レト殆ンド差異カナ

ク，海倶第I號及第2號杭血清ハ豚，牛，山羊，．鴨，緬羊血球テ凝集セズ，家兎血球二対ス

ル凝集慣ハ冤疫前ト大差カナイ．（是等ノ動物血球二対スル杭血清ノ凝集慣ハ以下諸抗血清

二於デモ冤疫前ト冤疫後トニ於テ大差カナイ敬二以下ノ例二於テハ記載テ省暑ス）．

 吸収試験（第1享及第14表参照）．

 抗0型乳汁家兎血清及同海狽血清テO，A，E型人血球テ以テ各吸収スルトキハ，吸牧

                第 一十 三 表

血緯1  竺竺乳汁主兎N町32竺辛ノ吸坐
蒲借1・竿苧プ坪牧 、L．11塑血球一テ職  ・型血球一テ吸収
稀籔 ｢・い■＾・）丁丁…1小11・・いU
 8                    一                 一

 16

 32

 64  － 1

128

256

512

ユ024

第 十 四 表
I

血緯 一折O型乳汁海獲血清Nα1ノ吸攻實験
清借 A型血球ニテ吸飲     B型血球ニテ吸攻 ○型血球ニテ吸収

稀藪

Ol A ぺA・ O A ・1・犯 O A 把 A丑
j

2
一 ， ■ ■ 一 一 一 一 一 ■ 一 一

4
一 一  ■ 一 一  一 ． ， 一 ■ 、 一 一 一

8
一 ■ 一 一 一 一 一 一 、 一 一 一

16 一  ≒ 一 一 一 一 一 一 一 、 一 ， 日

32 一      一 ‘ ， 一 一 ■ ■ 一 一 ， 一

64 一       一 口
，  ’

一 一 ■ ・ 一 ■ 一 ・

128 一一 C1一@ 「
■ 一 ■ I 一 、 一  ・ 1 ■

【m2】
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      鐵スル種族特異性及型特異性凝集繋ノ産生二就テ

後ノ上清ハ何レノ場合モ各型人血球二対シテ凝集反騰テ星シナクナッタ．師チ是等ノ抗血清

二於テハ人血球二対スル種族特異性ノ免疫異種血球凝集素チ産生シタコトテ認メルクレド

モ，0型人血球二対スル型特異性冤疫凝集素テ産生シナカツタノデアル．

2．A型乳汁ニテ冤疫セル場合

家兎3頭，海猿2頭ヨリ得タ枕血清二就テ賛験シダ．第ユ5表及第16表二示ス様二，各抗血

          一策十五表

血霧 抗A型乳軒家兎血清ノ人血球凝集債
蒲借 No．17 No．28 Nα35
稀藪

0 ・い AE O A 1BA丑 O ・い A週

4 十十 州 排 耕 什 什 料 十 什 什 井 料
冤

8 甘 ＃ 什 丹 十 十 十 十 十 十 十 十

疫 16 十 甘 十 丹 一 一 ■ 一 十 十 一 ±

32
■ 十 ± 十 一 ■ 一 一 ■ 一

I

一 一
前

64
一 一 一 一 一 ■ 一 一 ■ ・ 一 一i

4 拙 糾 冊 拙 冊 冊一 州 拙≡ 榊I耕■ 冊 拙

免
8 冊 柵 冊 糾 冊 純一 拙 冊1 榊≡拙！ 冊 耕

柵≡ ＝一 P
16 什 什 仲 柵 冊 冊 冊．什一仕 什 甘

32 十 朴 十 糾 井 什 什 什「甘十十 什 什

疫 64 一！什！

一 朴 什 十十 十十

什一十十 十 十

128
一 什 一十十 十 十 十 十 一1±1一 一

256
一 朴；一 十 十； 十 十 十■ ＿1＿＝＿ ，P1

□

後 512
・ 十 一 ± 一 ■ ± ， ■ 6      一   一  一 一

1024
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一  1 ■h

第十六表

血緯 航A型乳汁海復血蒲ノ人血球凝集償
清倍 No，4 No．3

稀藪■ OlA ジ・巫． ・1・ 丑1・弼
一 一   ’

止血 凸l  l－2；什

ﾟ41＋1
ぺ耕 拙 十 什 十 什

1
I

冊一
I

什1 州 十 十 ± 十
5

8i一
i

十十1＋ 十十

一 十1 一 十
i

161男
十十 什 ±1

一 一 i 十

32
一 十 一 十 一 ， ， 一！641＿

一 一 一 ■ 一 一 一i

128；一 一 ■ 一 一 一 一 ■

免疫前ハ各型人血球二勘シテ2倍稀緯血蒲二於テ凝集反躍陰性ナリ．
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清二於テ各型人血球二対スル凝集慣ハ免疫前二比シテ著明二上昇シタコトテ認メ，殊二第1ク

號，第3號，第4粥沈血清二於テハA及AB型人血球二対シテ物二高イ凝集贋テ有スル税

血清テ得タ．印チ共凝集優テー見シテ跣二Aレップ㍉一ル」二対スル特異性免疫凝集素テ

産生シタト思バレルノデアル．

 吸収試験（第1ク表乃至第19表参照）

 第17表乃至第19表二示ス如ク，是等ノ批血清二就テ0，A，B型人血球ヲ貝テ吸吹テ試｛

タトコロ第1ク號，第28號，第4渕充血清二於テハO及B型人血球ニテ吸放後ノ上清ハ0及

丑型人血球二勤シテハ金ク凝集反鷹、テ星シナクナッタガ，A型及AB型人血球二対シテハ吸

牧前ト大差ノナイ凝集憤ラ保有スルヲ認メ，A型人血球テ皿テ吸牧スルトキハ吸放後ノ上清

ハ各型人血球二対シテ凝集反確ラ星シナクナッタ．勘チ是等ノ税血清二於テハAレツェフ

トール」二対スル特異性ノ免疫凝集素テ産生シタコトテ認メルノデアル．

                第 十 七 表

瞬血 抗A型乳汁家兎血清Nαユ7ノ吸堆實験
倍清 ○型血球ニテ吸妓 丑型血球ニテ吸牧 A型血球ニテ吸収

籔稀
」一        一皿 L山      L    I    O     L皿        一                      ■

 一ZlA I… A遍 O A B AB O ・1ぺ・遇
8

一 僻 一 糾 一 州 ， 冊 ， ，  1 ， ■

］6
一 糾 一

冊十

， 淵 ， 淵 一
，  一

・ 一

32
一 什 一 冊 口 什 一 料 ． 一 一 一

64
一 什 一

十十

一 什 一1
什 一 一 一 ・

128
一 井 ， 井 口 十 一1＋

一 一 一 一

256
■ 十 6 ± 一 土

一 一 一 ， ’ 口

512
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 1

102争
一 ■

一≒
一 ・ ■ 一 一 一1一 一 一

策 十 八 表

血瞬1 抗A型舳家兎血滴M・／吸攻實験
蒲倍10型血讐一テ鰍  把型血球一テ吸攻 A型蛾一テ吸牧
稀藪 P・・把i・川〕1・1・… 1ぺ・1・・
 8－

16；

321

 64

128

256

512

1024

冊

什

什

斗

十

糾

十十

十十

十

±

拙

十十

十十

十

十

朴

村

十

十

一1
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    第十九表

血解≡ 抗A型乳汁海瞑血清No・4ノ吸攻實験
溝倍 ○型血球ニテ吸飲 ・型血球一テ吸飲1・型血球一テ吸段

稲敷
」一■       I  一■                             u』     I       …I  ⊥一一 一 止』    ■

      一Ei  A  追 AB 0 ・い｛・ A 冊 AI｛
’I’ ，

2
一 榊 十 冊 一 拙 一 冊 一 一

・’
・

4  1一」柵
一 糾． 一 榊 一 冊 一 一 一 一

8 ■ 什 ■ 什 一 甘 ・ 什 一 一 一 ■

16
■ 十 ・ 十 一 十 一 十 一 ・ 一 ・

32
・ 十 一 一 ， ± ・ 一 一 一 一 一

64
一 口 一 一 一 一 ・ 一 一 一 一 一

128
・ ■ 一

一  一
■一 ・ 一 一 一 一 一 一
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而シテ第28號家兎ニハ冤疫原タル孚L沖ハ遠心沈澱セシメテ共有形成分及孚鵬テ可及的二除

去シタモノテ接種シタノデアッテ，カ・ルモノニ於デモ筒人血球種族特異性及型特異性冤疫

凝集素テ産生シタノデアルカラ乳汁中ξ於ケル種族特異性及型特異性ノ「レツ｛ブドールJハ

有形域分及乳叩旨テ除去シダ部分ニモ杯スルコトテ知リ得タノデアル．

3．B型乳汁ニテ免疫セル場合

家兎3顕及海狽2頭ヨリ得タ抗血潜二就テ實験シダ．

          第二十表

疫1

前

免r

血繰

溝倍1

税1…型乳汁家兎血清ノ人並珠凝集償

   No．42               No．29

稀敏 P・1・1招■・川）」・i肥

痩i

4 帯

8 ＋＋

16 ・H・

321＋1
641－1

後

糾i拙！

十十1科

料1＋＋

＋1＋

糾㌧㌧
冊！十1＋l l l 1
村 一 一1

＋ 一1一

十ト

十1

N⑪．25

A刈 ・1・

■1

十 村1
±；十

．1－

 1  ■

41冊！

81冊！

16一冊；

32付、
64 秩{

A

128一一1

256 －
5121＿

10241一

科

糾

十十

井

十

十十

十

糾冊糾11パ料i柵
糾 柵

冊 什

冊 冊

柵 甘

糾 什

十 十

±1

料1柑
糾；冊
十十 井

什 ・H・

十 十

士 十

糾■パ
冊 冊
十十．什．

十十1付，

什1＋
＋1土

E AB
十十 ・H・

十 十

十1一

榊 拙 冊≡柵

十十 料1冊 冊

什十十一仕1什

十十」ぺ什
十1＋1＋1＋
一1一＝十一一
一r－1一  口
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692 本

第二十一表
．血緯

清倍         No・5

稀数 O A B

 2i ＋＋

 41什
 81＋
！

  一
 16一 ±

 32≒

 64i

 128；

抗皿型乳汁海瞑血清ノ人血球凝集贋

什

什

十

十

糾

冊

糾

丹

十

十

 ユ⊥

AB

冊

拙

朴

什

十

±

   ’I                  一  一

    No．6

0   A   B  AE

十十

十

代1拙
十1 Y
一 ■什

   十

   十

代

料

十

十

    冤疫前ハ2倍稀緯血摘二於テ各型人血球二鐵スル凝集反醒陰性ナリ．

 第20表及第21表二示ス様二九チノ｛充血液二於テ各型人血球二対スル凝集憤ハ冤痩前二比シ

テ著明二上昇シタコトヲ認メ得ルゲレドモ，殊二第斗2號，第5號及第6號航血清二於テハE

型及AB型血球二対シテハ特二高イ凝集倣テ示シテヰル．帥チB1ノツェフトール」二対スル

付異性ノ免疫凝集素チ産生シタコトテ思ハシメルノデアル．

 吸牧試験（第22表乃至m4表参照）

 是等ノ抗血清二就テ（），A，B型人血球テ以テ吸牧テ試ミタトコロ，第29號，第42號及第

5粥充血清ハO及A型人血球ニテ吸放後ノ上流ハO及A型血球二針シテハ凝集反嬢陰性

トナリ。B及AB型血球二．海シテハ吸牧繭ト大差ノナイ凝集贋テ保有スルチ認メ，B型血球

ラ皿テ吸牧スルトキハ吸放後八条型人血球二対シテ凝集は騰ガ陰性トナツタ。印チBレツ皿

プトル」二対スル特異性ノ免疫凝集素テ産生シグノデァル．

第二十二表

組緯1 抗B型乳汁家兎血清No・42ノ吸攻實験

閥∴和1脚≒一半1㌻＿㍗1二≒
 8 －1口 糾1冊

’6

@ 柵1糾
 321    冊一冊
1。。i 什1料
 128      什  十十

：1： 二二
；

1024              一  一 ＿    ＿
1 一

冊  冊

榊  桝

併  糾

井1＋÷一

料1料一

二≡二 ，．
       ■一i
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     第 二十三表

693

血緯

清俳

稲敷

抗B型乳汁家兎血清No．29ノ吸攻賢験
○型血球ニテ吸蚊

∴、．！．．・。
児 1A冊

 A型血球ニテ吸妓

O A B lAB
犯型血球ニテ吸収

f、干．1。千・．1

8
一 ， 什 冊 一1一 冊1冊1－P ，

i－         i

16
・ ，

十寺 什 一 ■  1 什一十十 一 ，       一

32 一 ■ 十 十 一 ■ 十1＋ 一
一I    I

64 十 十 十一 一 一 一 士 一 一  一  一

128
■ 一 6 一 I 一 一 I 一 一 ・       ■

256 一 一 一 一 ’ 一 一 一 一 一 一    一  ■

512 一1一， ， 一 ， i ’ ， ， ． 一

工024 一． 一 ・ i i 一 一 ， ■1一

第二十四表
血繰． 一 抗二B型乳汁海旗血清No，5ノ吸妓賀験

一一…                                 ■

蒲倍 ○型血球ニテ吸岐 A型血球ニテ吸収一 E型血球ニテ吸攻
稀歎’ 一一一一一一       一           一      一   一           一一  」     一   一一一一    一 一一0

ﾘ・11一 ・ザ・」
D

一  一 一    一一             一              一一     ■

O A 1B 1A丑一 OlA グAB
’’『

一一    一        一            』   …          ■      ■   一一一   一      一 一     一一   一          一    一   一 」 …         皿     ⊥u 』           …一

」2 十 冊1冊 一一一 鼎 一！一 i l II

4 一1 州 拙
一一 P冊、 冊一 一        I 一 一

一18
■ 什 什 ＿＝ Q1井1科 一 1 一 一 一

ユ6 十十 什
＿1 一1什≡ 一  ：

Y．一 ，一 ’        一 ■1 一

32 十
i

㍉十＝十 P一  1 一 十 一 ■        ■ 一  1 6
64

1

，1 ，
士 ， ■ ， 一1－1 ＿1一 ，  ’ ，

＿i128
一 一 一 一 一一一 一1 一1－1’l  l  ！ i1

皿         一   阯    一」」    L     ……        L  」                     …■ L           一一一一一         一              一    一           …

 雨シテー第29蝪家兎ニハ乳汁中ノ有形域分及筑脂テ可及的除去シタモノヲ接種シタノデアツ

テ，コノ場合モ種族特異性及型符異性ノ「レツェフトール…ハ字L汁中ノ有形域分及乳脂チ除去

シダ部分ニモ作スルコ｝テ知リ得タノデアル．

              第三節概   括

 動物二人乳汁テ腹覆注射スルコトニヨツテ該動物』i1涜申ニハ人血球種族特異性ノ免疫血球

凝集素テ産生セシメ得ルコトハ第2節ノ實瞼ニヨッテ棚カデァルト思フ．熱シコノ際多少考

慮テ裏スルコトハ乳汁テ接種スルコトニコッテ該動物血流中ノ正常異種血球凝集素ガ非特異

性二上昇スルデハナイカト云ブ疑問デアルガ，余ノ場合二於テハ人血球以外二諸動物血球二

靭スル凝集反廠モ対照トシテ検査シタノデアルガ，北等動物血球二対スル凝集優ハ免疫前ト

免疫後二於テ殆ンド差異カナク，人乳免疫ニヨッテバ特異性二人血球二対スル凝集贋ノ上昇

ラ認メルノデアツテ，上逃ノ如キ疑胴ハ之チ解決シ得タド思フ．
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 而シテ各型人乳汁テ以テ動物テ奔免疫スルトヰ八種族特異性人血球免疫凝集素テ産生スル

ト同時二，冤疫二使用シダ乳汁ノ型二確ジテ酬腰性人血球冤疫凝集素デモ産生スルコトガ

アル．而シテO型乳汁免疫ノ場合ハ只種族特異性免疫凝集素ノ｛テ産生シ型物異性冤疫血

球凝集素ハ認メラレナイガ，A型及B型乳汁テ出テ免疫シダ際ニハ型物異性冤疫血球凝集

素ヲ認メルコトガアル．雌ノ鮎ハ各型人血球テ以テシタ場合ト全ク回］闘係ニアルノデア

ル．撚シナガラ型特写憧冤疫血球凝集素テ産生スルカ否カハ免疫二使用シダ動物ノ個性ニヨ

ツテ可能ナ場合ト不可能ナ場合ガアツテ，冤疫前二於ケル動物ノ正常血清ノ各型人血球二対

スル凝集便ガ血球ノ型ニヨツテ菱異ガアルト云フ事費ト共個性トハ重大ナ開係テ有シテ届ル

ト思ア．

 両シテ孚L汁中二於クル種族特異惟及型特異性ノ「レツェフトール」ハ共有形域分（白血球，

初孚L球等）中ニモ含有セラレテヰルデアラウトハ思考シ得ルケ1ノドモ，有形域分及乳脂ラ可

及的二除去シダ残饒ノ部分ニモ作在シテ届ルコトテ知リ得タノデアル．

 余ガ本質験テ終了シダ後，濱旧U6〕氏八人乳汁中二型特異憧二，人同種血球凝集反滋テ阻

止スル物質ガ布シ，之ニョツテ乳汁テ四型二血液型トー致シテ分類シ得ルコトテ認メテ之ヲ

報告シク．其事費ト余ノ免疫籏験ニョル乳汁中ノ型牛撰性レツ皿プトール」ノ存在ノ謝肌

ハ金クー致スルモノト思考セラレルノデアル．

第四革緒   論

 コ．婦人乳汁中ニハ，其婦人ノ血清中ノ同種血球凝集素ノ存否トー致シテ同種血球凝集素

ガ含有セラレテヰル。敬二乳汁ハ血液型トー致シテ之ラO，A，B，AB型ノ四型二分類ス

ルコ｝ガ咄來ル．孚L沖ノ同種血球凝集反廠ヲ検スルニ際シテ種々ノ誤謬ノ原因トナル事項ガ

アルカラ乳汁ヨリ血液型テ推定セントスル時ハ充分注意テ要ス．

 2．乳汁中二同種血球凝集素ヲ・含有スノレ場合二，共婦人ノ初生児血球ガ大1ノニ靭鷹スル「レ

ツェフトル」テ有スル時ハ母乳汁ハ共兄ノ血球ト雄モ之テ凝集スル．

 3．乳汁中ノ同種血球凝集素ノ凝集憤八個人ニヨツテ異ルゲレドモ，初乳二於テハー般二

典凝集便ハ高ク，常軌二於テハ低イ．然シ常乳二移行シダ後ト雄モ。孚L汁分泌ガ鰺滞シダ場

合ニハ其乳汁ノ凝集償ハ高クナル、一般二乳汁中ノ同種血球凝集素ノ凝集便ハ初生児ノ市乳

ニヨツテ影響セラレルガ敬二，授孚Lセル婦人ニアッテハ産褥日野ノ経過スルニ從ツチ其凝集

便ノ下降テ來ス．

 4．同一婦人ノ血清ト乳汁トノ同構血〕＝求凝集素ノ凝集贋テ比較スルトキハ初乳二於テハ順

々血清ヨリモ乳汁ノ凝集腰ガ高イコトガ多ク，常乳二於テハー般二血清ヨリモ低イノガ常デ

アル．乳汁中ノ同種血球凝集素ハ血清中ノ犬1ノガ移行シテ存スルモノデアツテ，乳腺二於テ

産生セラ1ノタモノト考ヘラレナイ．

 5．乳汁中ノ同種血球凝集素ハ乾燥二対シテ抵｛力強ク，共性質テ廠用シテ，人乳汁ノ附着

シダ布片ヨリ共孚L汁斑ハ何型ノ血液型ノ婦人ノ乳汁デアルカテ推定シ得ルコトガアル．乳汁
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           野スル種族特異性及型特異性凝集素ノ産生二就テ

斑ノ同種血球凝集素ヲ検出スルニ際シテハー般二乳汁ノ同種血球凝集贋ノ高イモノ程共乳汁

斑二於ケル同種血球凝集素ノ保存期間モ長ク從ツチ初乳ノ胴着シダ布片カラハ町域長イ時日

テ経過シダ後迄モ之1チ説リjスルコトガ出來ル．

 6．孚L汁中ノ同種血球凝集素ハ町帆ニヨツテ初生児ノ血中ニハ移シ行ナイモノト思バレル．

而シテ乳汁申ノ同種血球凝集素ハ初生兜ノ消化竹二於ケル消化機能二対シテ抵抗強ク，哺乳

シッ・アル初生児ノ糞便申二共母ノ乳汁中ノ同種血球凝集素ガ荷凝集カテ有スル状態二於テ

排泄セラレル．之ニヨツデ初生児ガ何型ノ乳汁引市乳シタカプ推定シ得ルコトガアル．

 7．各型人孚［沖ヲ皿テ家兎及海復テ免疫スルトヰハ，該冤疫動物血清中ニハ，人血球二淘

スル種族特異性ノ冤疫血球凝集素テ含有スル．而シテ之ト同時二免疫二使用シダ乳汁ノ型二

騰ジテ人血球ノ型付異性冤疫血球凝集素デモ含有スルコトガアル，熱シO型乳汁冤疫ノ場

合ノモハ只種族特異性免疫血球凝集素ラ産生シ型符異性免疫血球凝集素ハ産生シナカツタ．

而シテ乳汁申ノ種族特異性及型符異性ノ「レッ士プトール」ハ乳汁中ヨリ有形成分及乳脂テ可

及的二除去シダ部分二含有セラレテヰルコトテ認メタ．

補筆スルニ篭叩御指導ト御校閲チ賜ツタ古畑教授二深謝シ，併セテ余ノ實験材料蒐集二種々便宜ヂ與ヘ

ラレタ婦人科撃教室小牧講師，醤局良議氏二勤シ感謝ノ意テ表ジマス，
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15）長谷川：日本婦人科撃曾雑誌，第24格，第11號．    16）濱田：長崎警學合雑誌。第8巻，
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